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港町地区第2ふ頭岸壁付帯改修工事（撤去図）
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【CS180N／コラムストッパー（H = 180)】

平　面　図　　S = 1 : 20

角形鋼管製車止め　詳細図

立　面　図　　S = 1 : 20

Ａ－Ａ　　S = 1 : 5

【アンカーボルト部断面／共通】 【エンドカバー部断面】

Ｂ－Ｂ　　S = 1 : 5 Ｃ－Ｃ　　S = 1 : 5

【ジョイントカバー部断面】

反射板取付断面図

一般ゾーン

注意事項：スライド式アンカーについては電食の原因になる為、鉄筋との溶接(接触)はしないこと。

 正　面　図　　S = 1 : 10
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コーナー材取付け断面図  S = 1 : 2

縁金物詳細図

【アルミ製コーナー材 ノーマルタイプ】
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ベースフレームセンター位置
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ベースフレーム

角形鋼管

　溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

ジョイントカバー

　溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

　溶融アルミニウムめっき処理

スプリングワッシャー　M30

平座金（大型角）

六角ナット　M30

　溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

　溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

ベースフレーム

角形鋼管

エンドカバー

アンカーボルト　M30×290

　　ケミカルカプセル使用

スプリングワッシャー　M30

平座金（大型角）

六角ナット　M30

　溶融アルミニウムめっき処理

　溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

　溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

スプリングワッシャー　M30

ベースフレーム

カバー

角形鋼管

平座金（大型角）

六角ナット　M30

アンカーボルト　M30×290

　　ケミカルカプセル使用

　溶融アルミニウムめっき処理

(コラム幅)

(カバー幅)

(ベースフレーム幅)

プラスチック製反射板

【陸側】 【海側】

プラスチック製反射板

アンカーボルト　M30×290

　　ケミカルカプセル使用

固定用ボルト孔

スライド式アンカー位置

　　※ピッチ　700㎜以内

化粧目地

面木材使用

R=50

アルミニウム合金製

アルミ製コーナー材本体

スライド式アンカー

溶融亜鉛めっき処理品

六角ボルト　M10×150

特記事項

　定尺L=2.0m、1.5m、1.0m、0.5mを組合せて使用すること。

　型枠脱型後、固定用ボルト孔に付属のプラスチック栓を打ち込むこと。

アンカー固定金具

溶融亜鉛めっき処理品

六角ナット　M10

　製品の寸法については、-0～+10㎜の公差があります。


